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長崎中学校をさらにより良い学校にしようと

いうやる気に満ちた生徒が生徒会役員に立候補
しています。これまで、朝の登校時間やお昼の給
食時間に選挙運動を展開してきました。今回はこ
れまでになく多くの生徒が立候補しています。投
票日まで残りわずかですが、最後の最後まで思い
を届けてほしいと願います。なお、立会演説会及
び投票日は１１月２８日（木）です。 
【立候補者（届け出順）】     （敬称略） 

役 職 組 氏  名 

 
会長（２年） 

１  

２  

１  

２  

 

副会長（２年） 

２  

１  

２  

１  

副会長（１年） １  

１  

 
書記（２年） 

１  

１  

１  

 
書記（１年） 

２  

２  

１  

 
【選挙管理委員】       （敬称略） 

学級 氏名 学級 氏名 

1-1    

2-1    

3-1    

 
 

 
 
 授業中、生徒の反応で気になることがあります。
それは説明を十分に聞いていなくて、活動が止ま
ったり、説明したすぐ後に聞き返したりする生徒
が増えているということです。その原因について
何人かの先生と話をしてみました。そこでは「コ
の字型の机の配置のために先生からの指示が伝

わりにくいのではないか」「メモを取る習慣が身
についていないからではないか」「スマホ、ゲーム、
ＰＣ端末画面を見すぎている弊害が出ているの
ではないか」「情報の収集と蓄積の方法が変わっ
てきたからではないか」といったことがあげられ
ました。何が原因か検証するのは学校では難しい
ですが、それぞれに思い当たるふしがあるなあと
思います。将来子どもたちが困らないよう中学校
でできることはやっていきたいと思います。そこ
で１２月は、試験的に２年生の英語はコの字型で
はなく、スクール形式で授業を実施します。ちな
みに、コの字型に机を配置にしているのは、これ
までの教授型の授業から脱却し、生徒主体の学び
を実現するためです。授業は生徒と先生でつくる
ものという考え方はこれからも大切にしていき
たいです。 
 
 

 
中学生へのおすすめの本を先生方に紹介して

もらいました。今回は       先生です。 
本の名前 作者名 おすすめポイント 
賢者の書 喜多川 泰 ページをめくるごと

に繰り広げられる賢者

になるための冒険の物

語です。その中には人生

における大切な学びが

あります。 

 
 
 
 
 日本を代表する偉大な詩人 谷川俊太郎さん
が亡くなりました。言葉を丁寧に紡ぎだす谷川さ
んの詩は生きる勇気と活力を与えてくれます。私
は「じぶんをはぐくむ」という詩に力をもらいま
した。 
 

じぶんをはぐくむ 
 

悪いこころと善（よ）いこころ 
  悪いことと善いこと 
  ふたつはからみあっている 

木に巻き付いた蔓（つる）のように 
 
  自分をはぐくむのは難しい 
  自分を枯らすのは簡単だ 
  あなたを導くのは 
  ほかでもないあなた自身 
  あなたはあなた自身を超えていく 
  自分を発見し続けることで 
 
  自分を大切に見つめたい 
  今日も明日もいつまでも 

Ｒ6.11.27 発行 
校長：種吉 信二 

令和６年度 長崎市立長崎中学校 学校だより 第 15号 
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生徒にとってよいこと 

おすすめの本（Part9） 

力を与えてくれた谷川俊太郎さん 


